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1. 2025年3月期第1四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 2,769 △29.1 8 △89.6 30 △71.4 18 △73.0

2024年3月期第1四半期 3,905 △2.5 86 △67.8 105 △63.4 68 △65.9

（注）包括利益 2025年3月期第1四半期　　63百万円 （△43.9％） 2024年3月期第1四半期　　113百万円 （△42.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 2.52 ―

2024年3月期第1四半期 9.34 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 10,915 8,554 78.4

2024年3月期 11,617 8,709 75.0

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 8,554百万円 2024年3月期 8,709百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） 0.00 ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,372 △12.9 121 △45.2 155 △39.2 95 △44.4 13.00

通期 16,853 4.2 268 7.4 334 5.2 238 64.3 32.58

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 7,500,000 株 2024年3月期 7,500,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 194,631 株 2024年3月期 194,631 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 7,305,369 株 2024年3月期1Q 7,305,369 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信【添付資料】２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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売　　上　　高 セグメント利益（営業利益）

・建設事業 27億14百万円（前年同期比  29.4％減） ７百万円（前年同期比   90.9％減）

・運輸事業 55百万円（前年同期比   8.4％減） １百万円（前年同期比   54.1％減）

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、長引く人手不足や為替動向などが、経済の先行き不透明感を

増す要因となりました。

建設業界におきましては、国土強靭化計画に基づく需要は引き続き旺盛であるものの、いわゆる2024年問題にお

ける時間外労働管理といった業界全体におよぶ課題の中で、人材確保と労務費高騰など、建設コストを押し上げ、

損益を圧迫する懸念が増しております。

またコロナ後の需要回復による木材や鋼材の価格が高騰する、ウッドショック・アイアンショックで資材不足が

続いていたところに、長期化するウクライナ情勢によるエネルギー価格の上昇や急激な円安による資材高騰が加わ

り、業界全体への影響も懸念されています。

一方、運輸業界におきましても、燃料価格が高止まりする中、運送料への価格転嫁状況次第で、収益を左右する

経営環境となっております。

このような状況の下で、当社グループは、主たる建設事業の受注獲得に全社をあげて注力してまいりました。こ

の結果、当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

当第１四半期連結累計期間の建設事業の受注高は78億74百万円となり、通期受注計画170億円に対する進捗率は

46.3％となっております。

売上高につきましては、建設事業は期首繰越及び当期受注工事は増加傾向にあるものの、一部工事の着工遅れな

どにより昨年比減収の完成工事高となり、運輸事業についても積載実績が前年同期を若干下回りました。その結

果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比11億35百万円減少の27億69百万円となりました。

利益につきましては、当第１四半期連結累計期間の営業利益は８百万円で前年同期比77百万円の減益、経常利益

は30百万円で前年同期比75百万円の減益となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても

前年同期比49百万円減益の18百万円となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は86億10百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億42百万

円減少いたしました。

これは前連結会計年度末に比べ、電子記録債権が１億76百万円増加する一方、現金預金が３億24百万円、

完成工事未収入金等が５億77百万円それぞれ減少したことによるものであります。

固定資産は23億５百万円となり、前連結会計年度末に比べ39百万円増加いたしました。

この結果、資産合計は109億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億２百万円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は20億27百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億30百万円

減少いたしました。これは主に未成工事受入金が１億50百万円増加する一方、工事未払金等が６億56百万円減少

したことによるものであります。

固定負債は３億34百万円となり、前連結会計年度末に比べ15百万円減少いたしました。

この結果、負債合計は、23億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億46百万円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は85億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億55百万

円減少いたしました。これは主に、利益剰余金が２億円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は78.4％（前連結会計年度末は75.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年５月８日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,657,975 2,333,949

完成工事未収入金等 6,351,766 5,774,127

電子記録債権 103,300 279,497

未成工事支出金 1,588 11,703

材料貯蔵品 1,467 1,007

その他 287,613 261,287

貸倒引当金 △51,170 △51,140

流動資産合計 9,352,543 8,610,433

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 694,228 694,228

機械、運搬具及び工具器具備品 380,191 378,571

土地 871,540 871,540

建設仮勘定 － 7,252

減価償却累計額 △621,798 △629,395

有形固定資産合計 1,324,162 1,322,197

無形固定資産 31,529 31,003

投資その他の資産

投資有価証券 647,098 715,058

会員権 102,919 107,373

繰延税金資産 131,369 101,157

その他 74,407 74,458

貸倒引当金 △46,175 △46,175

投資その他の資産合計 909,619 951,873

固定資産合計 2,265,311 2,305,075

資産合計 11,617,855 10,915,509

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金等 1,799,921 1,143,314

未払法人税等 11,760 6,117

未成工事受入金 343,252 493,434

完成工事補償引当金 61,000 50,000

工事損失引当金 130,500 112,400

賞与引当金 79,200 41,300

その他 132,470 180,563

流動負債合計 2,558,103 2,027,129

固定負債

役員退職慰労引当金 43,829 44,666

退職給付に係る負債 187,762 170,458

訴訟損失引当金 100,920 101,951

その他 17,619 17,239

固定負債合計 350,131 334,315

負債合計 2,908,235 2,361,445

純資産の部

株主資本

資本金 723,000 723,000

資本剰余金 477,001 477,001

利益剰余金 7,321,266 7,120,496

自己株式 △119,484 △119,484

株主資本合計 8,401,783 8,201,012

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 307,836 353,051

その他の包括利益累計額合計 307,836 353,051

純資産合計 8,709,619 8,554,064

負債純資産合計 11,617,855 10,915,509
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高

完成工事高 3,844,805 2,714,058

運輸事業売上高 60,588 55,520

売上高合計 3,905,393 2,769,578

売上原価

完成工事原価 3,591,728 2,528,197

運輸事業売上原価 51,345 47,685

売上原価合計 3,643,073 2,575,882

売上総利益

完成工事総利益 253,076 185,861

運輸事業総利益 9,243 7,834

売上総利益合計 262,319 193,696

販売費及び一般管理費 176,011 184,736

営業利益 86,307 8,960

営業外収益

受取利息 3 17

受取配当金 7,180 8,424

受取賃貸料 12,261 12,869

売電収入 452 510

その他 768 1,433

営業外収益合計 20,666 23,254

営業外費用

賃貸費用 1,474 834

売電費用 257 252

訴訟損失引当金繰入額 － 1,030

その他 0 1

営業外費用合計 1,731 2,119

経常利益 105,242 30,094

特別利益

固定資産売却益 － 254

特別利益合計 － 254

税金等調整前四半期純利益 105,242 30,349

法人税、住民税及び事業税 16,248 1,664

法人税等調整額 20,792 10,294

法人税等合計 37,041 11,959

四半期純利益 68,201 18,390

親会社株主に帰属する四半期純利益 68,201 18,390

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益 68,201 18,390

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 45,208 45,215

その他の包括利益合計 45,208 45,215

四半期包括利益 113,409 63,605

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 113,409 63,605

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

減価償却費 13,975千円 12,017千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（単位：千円）

建設事業 運輸事業
合　計
（注）

売上高

(1）外部顧客への売上高 3,844,805 60,588 3,905,393

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 3,844,805 60,588 3,905,393

セグメント利益 83,237 3,070 86,307

（単位：千円）

建設事業 運輸事業
合　計
（注）

売上高

(1）外部顧客への売上高 2,714,058 55,520 2,769,578

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 2,714,058 55,520 2,769,578

セグメント利益 7,551 1,408 8,960

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

- 7 -

㈱ソネック（1768）
2025年３月期　第１四半期決算短信



項　目

前年同四半期累計期間

（2024年３月期

　　　　第１四半期）

当第１四半期累計期間

（2025年３月期

　　　　第１四半期）

比較増減
（参考）

2024年３月期

　建

　設

　事

　業

　建

　築

　官公庁 1,689,875 4,555,340 2,865,465 1,972,744

　民　間 4,179,418 3,295,877 △883,541 14,114,094

　　計 5,869,293 7,851,217 1,981,923 16,086,838

　土

　木

　官公庁 95,832 － △95,832 124,059

　民　間 1,610 23,350 21,740 935,010

　　計 97,442 23,350 △74,092 1,059,069

　計

　官公庁 1,785,707 4,555,340 2,769,633 2,096,804

　民　間 4,181,028 3,319,227 △861,801 15,049,104

　　計 5,966,735 7,874,567 1,907,831 17,145,908

項　目

前年同四半期累計期間

（2024年３月期

　　　　第１四半期）

当第１四半期累計期間

（2025年３月期

　　　　第１四半期）

比較増減
（参考）

2024年３月期

　建

　設

　事

　業

　建

　築

　官公庁 156,965 385,053 228,087 1,125,612

　民　間 3,317,185 2,106,872 △1,210,312 13,366,073

　　計 3,474,151 2,491,925 △982,225 14,491,685

　土

　木

　官公庁 369,044 49,275 △319,769 1,127,658

　民　間 1,610 172,857 171,247 306,596

　　計 370,654 222,132 △148,521 1,434,254

　計

　官公庁 526,009 434,328 △91,681 2,253,270

　民　間 3,318,795 2,279,730 △1,039,064 13,672,669

　　計 3,844,805 2,714,058 △1,130,746 15,925,939

　運輸事業 60,588 55,520 △5,068 253,811

　合　　計 3,905,393 2,769,578 △1,135,814 16,179,751

項　目

前年同四半期累計期間

（2024年３月期

　　　　第１四半期）

当第１四半期累計期間

（2025年３月期

　　　　第１四半期）

比較増減
（参考）

2024年３月期

　建

　設

　事

　業

　建

　築

　官公庁 3,451,868 6,936,378 3,484,509 2,766,091

　民　間 12,650,706 13,725,498 1,074,792 12,536,494

　　計 16,102,574 20,661,876 4,559,301 15,302,585

　土

　木

　官公庁 1,073,087 293,426 △779,661 342,701

　民　間 － 478,905 478,905 628,413

　　計 1,073,087 772,332 △300,755 971,115

　計

　官公庁 4,524,955 7,229,804 2,704,848 3,108,792

　民　間 12,650,706 14,204,404 1,553,698 13,164,907

　　計 17,175,662 21,434,209 4,258,546 16,273,700

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況

①　受注高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

②　売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

③　次期繰越高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月８日

株式会社　ソネック

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

神戸事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岡本　健一郎

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 福井　さわ子

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ソネックの2024年4月1日から2025年3月31日

までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2024年4月1日から2024年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間

（2024年4月1日から2024年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記

載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信

じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、

期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが

求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第

4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどう

かを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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